
研修会事務局からのお知らせ
①アンケート（出席確認）
②今後の協議会・研修会予定
③拠点病院間連絡協議会・研修会について
④相談支援システム

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和5年度第2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会/連絡協議会向け研修会

肝炎情報センター 肝疾患研修室医長 是永匡紹 2024 0126



①-a アンケート(9題+自由記載)回答のお願い
出席確認を兼ねていますので必ず返信(特にweb参加）をお願いします

①下記のURLまたはQRコードを
利用してスマートフォンからでも可能

PWの聞き逃しに注意を現地参加者もお忘れなく！

https://www15.webcas.net/form
/pub/ncgm_sys/kanen_202401

②Web参加者はzoom退出後
下記メッセージが表示
→続行ボタンから回答を

PW：英数字8文字

③top画面とPW入力

変更点1：PW
これまで数字4文字でしたが、

会議中にPW入力する事象 数件有
（未視聴内容を回答・・・・）

↓
会議後に回答を

英大文字数字のコンビを４か所表示

④PWが正解なら個人情報画面
→質問に回答

https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen_202401
https://www15.webcas.net/form/pub/ncgm_sys/kanen_202401


 ①-b 12問選択式、発表者への質問は匿名で回答頂く
＋最終画面(右)⇒Thanks mail(右）を確認ください

↓ アンケート最終画面

↓登録後にThanks mailが届きます

質問は12問＋自由記載

↑ 講演者に質問がある場合、参考にならなかったと
回答した場合は自由にご追記ください

（匿名で講演者に共有します）

変更点2 選択肢 ：
参考になった・少し参考になった・どちらともいえない

・参考にならなかった
↓

シンプルに2択＋参考にならない理由を

迷惑mail boxに分類？・mail アドレスの間違いは?
再回答する前に上記を確認＋アンケート回収事務局に連絡を

←アンケート回収事務局アドレス
情報センターと異なります
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 ①-c アンケート結果にて研修会が作られます
出席確認だけではありません

臨床部門で希望が多いテーマ
(R5 第１回協議会&研修会後)

①アルコール44.6%
②NASH41.3% 
③肝硬変29%
④肝がん28.4% 
⑤ 陽性率が高い地域対策25.8%
⑥ウイルス肝炎(BC)23.6%
⑥SVR後22.5%

14時45分～開始です １分前には御着席・視聴準備をお願いします

2022 高見先生

2021 吉治先生

2019 米田先生



⚫ 令和6年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

   ⇒第1回2024年7月19日(金)（東京コンファレンスセンター品川）

      Hybrid 開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD）

      第1回研修会：政策研究班(八橋班・江口班）

⚫ 令和6年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

   ⇒第2回2025年1月24日(金)* （東京コンファレンスセンター品川）

    大ホール5階移動 Hybrid 開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD） 

   第2回研修会：アンケート希望からテーマ1題＋令和6年度ブロック会議共有

⚫ 令和５年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会

⇒2024年3月2日(土) PM（場所: AP新橋 締切済み）

⚫ 令和6年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議

  ⇒2024年9月26日(木)～10月28日(月) 

②-a 今後の肝炎情報センター主催会議予定
→schedule確保・参加者の選定と施設内共有
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②-b 今後の肝炎情報センター主催会議予定
→令和５年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会(3/2)⇒会場開催のみ

R4～竹内上級研究員 発案/企画

４６施設 ８２名
・来年度は100名越
・拠点病院肝Co研修会

として全施設参加を
（事業担当者は便宜を）

テーマ:「相談支援システムの活用で情報収集とレベルアップ！！」講義とGW



7

②-c 肝炎情報センター主催研修会予定
R6肝炎対策地域ブロック戦略合同会議→hybrid開催継続です！！

➢ 関東信越：9月26日 金曜日（宇都宮駅傍）自治医大 森本先生 ←10/25より変更

  

➢九州：10月4日 金曜日（博多駅内）久留米大 井出先生 ←配信業者決定済

➢近畿：10月10日 木曜日（大阪？ ）大阪医薬大 朝井先生

➢中国四国： 10月15日 火曜日（松江駅傍） 島根大 飛田先生  ←9/27より変更

＋拠点・自治体事例報告者/配信業者決定済

➢東海北陸：10月21日 月曜日（名古屋？）愛知医大 伊藤先生

➢北海道・東北：10月28日 月曜日（秋田駅傍）秋田大 後藤先生
↑拠点・自治体事例報告者/配信業者 選定済み

来年度もハイブリッド開催⇒出来るだけ現地、難しいならLive参加を
注 青字は決定済 赤字はブロック会議より変更有
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③-a 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について(参加状況)
コロナ前140名⇒オンデマンド200名⇒ハイブリッド190名 直前欠席者↓会場参加↑

R3-1

hybrid

±期間限

定配信

R3-2

hybrid+

欠席者

DVD

R4-1

hybrid+

欠席者

DVD

R4-1

hybrid+

欠席者

DVD

R５-1

hybrid+

欠席者

DVD

R5-2

hybrid+

欠席者

DVD

申込数 215 203 205 205 194 197

参加数 187 167 184 189 187 191

欠席数 23 36 21 16 7 6

当日LIVE欠席数 12 23 12 2 0 ?

当該週欠席希望 2 9 6 8 5 2

アンケート未返信 25 15 11 6 1 ?

現地申込数 21 25 33 48 81 103*

現地参加数 6 10 29 42 79 97*

現地キャンセル数 15 15 4 6 2 1

DVD視聴 0 0 0 0 3 ?

登録無視聴 12 5 4 1 0 ?

・会場参加者:５名お断り（3名登録施設:2 リマインド後複数名登録:3)
・アンケート未返信者・未登録web視聴は減少
・登録後欠席者のDVD視聴者はいない

R1-1 R1-2 R2-1 R2-2 R3-1

現地参加人数 143 149 6

現地参加施設数 71 71

LIVE 44

オンデマンド 218 204 137

R3-1 R3-2 R4-1 R4-2 R５-1 R5-2

現地参加人数 6 10 30 42 80 98

現地参加施設数 4 9 25 34 57 63

総参加人数 197 167 184 189 187 191



9

③-b 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について(ブロック別)
R５年度から各施設から会場参加数↑⇒ 近畿ブロックはもう少し会場参加の検討を

R5　第1回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州 計

拠点病院数 10 17 11 15 11 8 72

総参加数 30 37 25 36 38 21 187

現地参加人数 12 15 11 16 13 12 79

現地参加施設数 9 12 9 10 9 8 57

現地参加人数率 40% 41% 44% 44% 34% 57% 42%

現地施設参加率 90% 71% 82% 67% 82% 100% 79%

R4　第2回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州 計

拠点病院数 10 17 11 15 11 8 72

総参加数 30 43 21 34 38 23 189

現地参加人数 3 9 8 6 5 11 42

現地参加施設数 3 7 8 4 4 8 34

現地参加人数率 10% 21% 38% 18% 13% 48% 22%

現地施設参加率 30% 41% 73% 27% 36% 100% 47%

R5　第２回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州 計

拠点病院数 10 17 11 15 11 8 72

総参加人数 30 39 24 36 39 23 191

現地参加人数 16 22 14 15 17 13 97

現地参加施設数 10 15 9 11 11 7 63

現地参加人数率 53% 56% 58% 42% 44% 57% 51%

現地施設参加率 100% 88% 82% 73% 100% 88% 88%
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③-c 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について(会場参加)
連続して会場に参加しない施設・医師が会場に参加しない施設は再検討＋早期の登録も

R5　第2回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州

獨協 金沢 関西 琉球

山梨 砺波 兵庫

神戸

奈良

会場参加無

9 施設(R5-1/14)

(赤字は連続）

R5　第2回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州

武蔵野

赤十字

南和歌山

医療
岡山

信州 京都府立

事業担当者(医師)

会場不在

（代理医師参加除)

5施設(R5-1/10)

参加登録期間 11/10～11/30

締切１週間前:57施設
⇒15施設にリマインド

前日:68施設
⇒4施設に電話
3施設が２名
会場参加希望

拠点病院間連絡協議会とは？ 参加対象（事業・事務担当者とは？）
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出席対象
⇒事業担当者(医師or実務担当）・事務担当者（病院事務・相談センター事務担当）
拠点病院事業の代表（施設長代理)として登録→参加は病院業務⇒施設長に担当者を共有

お願い
⇒事業(医師）・事務担当者2名で会場参加が理想⇒２名まで交通費支給可能
⇒事業担当医師が参加できない場合は代理医師を
⇒事務担当者：出席者管理と共有 異動後は、速やかに肝炎情報C事務局に変更を

⇒施設長（院長・理事長）
代理です(所属部長推薦
許可ではありません）

③-d 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について(基本)
施設長の推薦（代理）者が参加⇒事業・事務担当者の施設内認知向上を

（拠点病院間の連携・
共有＝均てん化）

別業務・上司の許可がなく参加不可X
グループワーク X ⇒３月の研修会



12

①施設長への依頼状 ②事前に肝炎総合対策・拠点病院事業概略を動画化
事務担当者・参加者は
病院長に提出されてますか？

 

                   国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 

                   肝炎・免疫研究センター 

                   肝炎情報センター長 考藤 達哉 

 

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催 

令和 5年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・連絡協議会参加者（医師・

事業/事務担当者）向け研修会への御施設職員の会場派遣、Web(live)視聴の許可について 

 

 肝炎対策の推進につきましては、平素よりご指導、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、当情報センター事業の一つである拠点病院間の情報共有支援のため、下記により  

令和５年度第 1回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会および連絡協議会参加者向

け研修会をハイブリッド（会場＋live配信）にて開催することと致しました。 

 ご多用のところ誠に恐縮ですが、別紙の方々の会場への派遣、また live 視聴時間の確保に

ついてご高配賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  

 

１．日  時  令和５年７月２１日（金） 

        拠点病院間連絡協議会     １３：００～１４：２０ 

        連絡協議会参加者向け研修会  １４：３０～１５：３０（最長 16：00） 

２．場  所   東京コンファレンスセンター・品川 コンファレンスルーム 402Ｎ 

        〒108-0075 東京都港区港南 1-9-36 アレア品川 4Ｆ 

TEL: 0120-723-011  
        http://www.tokyo-cc.co.jp/access_shinagawa.html 

        (+ Zoom meeting) 

３．内  容  別紙 01 Agenda案参照 

４. 出 席 者  別紙 02 参照 

５．旅  費  国立研究開発法人国立国際医療研究センターの旅費規程により支給 

※原則交通費のみ。宿泊に関しましては事務局までお問い合わせください。 

６．謝  金  なし 

７．問い合わせ  国立国際医療研究センター肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター 

(担当 是永・小山） 

〒272-8516 千葉県市川市国府台 1-7-1 

Tel：047-372-3501  Fax：047-375-4760 

                                    以 上

③-d 拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について(基本)
施設長の推薦（代理）者が参加⇒事業・事務担当者の施設内認知向上を

アンケートで施設長・事業担当者・事務担当者
それ以外 を回答して頂いています

（前回：18名の事業担当者が施設長
担当者でない16名が事業担当者と回答）
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③-e 拠点病院間連絡協議会・研修会の出席状況今後について
現会場収容数は100名迄⇒早期申込＋原則2名(旅費有) or 会場変更

５階大ホール

2022市民公開講座

2018協議会&研修会
1スクリーン 縦長

会場開催
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④-a 肝疾患患者相談支援システムとは？
2019年から全ての拠点病院使用（相談対応の充実は拠点病院の必須事業）

病院内の相談内容を記載を・・・
・相談対応の充実は肝炎対策基本指針も基づく
・個人情報に十分に配慮（セキリティ面は担保され運用開始・記載内容に配慮）
・肝疾患相談センター費用（国と都道府県＋一部情報C)＋システム運用費用（厚労省）



④-b 相談支援システム ユーザーとは
責任者or管理者は役目は極めて重要！！！

・システム責任者：ユーザー管理・記載内容確認 個人情報管理
・システム管理者：責任者の代行・責任者へシステム情報共有
・一般ユーザー（記載可能・閲覧のみ）

⇒青字:6か月連続アクセス無でユーザー削除
＋再登録可能：1か月以内にアクセス無or3ヶ月間連続アクセス無
⇒再削除（二度と登録不可）⇒数名おられます・・

・システム責任者：ユーザー登録後一度もアクセス無(15⇒５)
⇒札幌 武蔵野 北里 大津 香川 (体制確認 ログインを)

・医師の責任者/管理者無(4⇒１)：順天静岡
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④-c 相談支援システム ユーザーとは
ユーザー管理と変更方法⇒システム内から可能（責任者・管理者しかできません）

ｃ ｃ

近日中に
システム内に
マニュアル動画を
掲載予定

３月相談支援センター
向け研修会で



④-d 相談支援システム利用状況 マンスリーレポート
入力件数(月約 1000件⇒減少中) ・・減少傾向も配信時はmail有 ユーザー(340名)の半数は毎月閲覧
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④-e 相談支援システム利用状況 活動報告
相談内容登録に次いでアクセス数↑ ⇒16都道府県肝炎対策部署も閲覧

R2年度 59施設
R3年度 44施設（1施設はHP/FBのみ）
R4年度 56施設 （2施設はFB共有のみ 山口 琉球）
R5年度 61施設（7施設はFB共有のみ 山口 琉球）

                              東北 横浜医 東海 兵庫医  佐賀

＊３年間 活動報告投稿無 6施設
市立秋田 京都 京都府立 滋賀医 近畿 琉球
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④-f.相談支援システム利用状況：記載内容の公開
質問や回答を公開することで相談対応者の均てん化を目指す(202211よりデモ)

１７００件以上蓄積！！
関係者で確認して公開
個人情報は削除

検索画面



④-g.相談支援システム利用状況：今年度公開状況と報告書
12月末で53施設が公開（公開率8％）⇒全ての公開が目的ではなく、回答案を作り上げていく

広島(1213) 22.3%
徳島大（434） 8.3%
茨城医 C(268) 4.1%
虎の門（669） 3.4%

武蔵野（249） 3.2%

3%以上を！！

参考：相談登録件数が上位施設(200 件以上)の公開率

岡山(234) 2.1% 
香県中（306）2.0％
富山県中（1407）1.5% 
札幌医(731) 1.2% 
福山市（428）1.2％ 
山梨(292) 1.2% 
名市（466）0%

誤字・個人情報の確認・追記して回答案を作成



1 はじめに ................................................................................................................................................. 4 
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2.1 相談内容の分類 7 

2.2 ブロック 8 

2.3 相談形態 8 

2.4 相談員属性 9 

2.5 年齢 10 

2.6 性別 10 

2.7 肝疾患の原因 11 

2.8 肝疾患の病態 12 

3 基本情報と公開事例投稿について ....................................................................................................... 13 

3.1 登録ユーザー数 14 

3.2 年度内ログイン状況推移 14 

3.3 公開事例の投稿件数 14 

3.4 公開事例の回答例 16 

肝疾患患者相談支援システム 

2022 年度報告書 

 

 

 

 
集計対象期間：2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

施設数：72 拠点病院 

総相談件数：13484 件 

 

 

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 

肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター 

 

2023 年 11 月 15 日 

④-h.相談支援システム利用状況：報告書内にも回答例を掲載
最終的に回答集作成ができれば・・

HBs抗体陽性時に
伝えるべき内容

HCV治療費助成申請時
の伝えるべき内容

肝がん助成時の
対応



④-I.相談支援システム利用状況:活動指標
R4年度の解析結果を会場参加施設に配布しています⇒確認と改善を（年間25件未満は解析対象外)

年間1700件登録
第１位

自由記載 公開欄・施設ユーザーの閲覧状況も指標の一つ

年間170件登録
第3位
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協議会開催日のschedule確保・終了後のアンケート
宜しくお願いします⇒14時45分から研修会です

２番目のPWは・・
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